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国道４６８号
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事業評価監視委員会 道路事業 位置図

長野県

群馬県

：再評価

①事業採択後5年間が経過した時点で未着工の事業
②事業採択後10年間が経過した時点で継続中の事業
③準備・計画段階で5年間が経過している事業
④再評価実施後、5年間が経過している事業

山梨県

埼玉県

茨城県

千葉県

栃木県

1

神奈川県

国道468号
首都圏中央連絡自動車道
（五霞～つくば） ④

国道468号
首都圏中央連絡自動車道
（茂原～木更津） ④

国道468号
首都圏中央連絡自動車道
（つくば～大栄） ④

国道468号
首都圏中央連絡自動車道
（茅ヶ崎～海老名） ④
（海老名～厚木） ④

第一東海自動車道
（海老名～海老名） ②
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１．圏央道の整備の目的

３環状の道路ネットワーク形成により、
・首都圏の道路交通円滑化
・首都圏の環境改善
・沿線都市間の連絡強化
・沿線の地域づくり支援、活性化
・災害時における緊急輸送路の確保 を目的とした事業

（　　　　　　）

鶴ヶ島JCT

五霞ＩＣ

東金ＩＣ・JCT

木更津JCT

茂原長南ＩＣ

青梅ＩＣ

八王子南ＩＣ

相模原ＩＣ

戸塚ＩＣ

釜利谷ＪＣＴ栄ＩＣ・

東京湾
太平洋

松尾横芝ＩＣ

館

山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道央
中

東
名

高

東京湾
岸

道

路第
三

京

浜

横
横

小

原
木

路
道

東

京

外
か く 環 状 道 路

京
東

湾
ｱｸｱ
ﾗｲ
ﾝ

成田空港

厚

久喜白岡

神崎ＩＣ

八王子JCT

あきる野ＩＣ

つくば牛久ＩＣ

稲敷ＩＣ

東ＩＣ

中
央 環

海老名南JCT

阿見東IC

田 西久保JCT

高谷JCT

三郷南ＩＣ

常

磐
道

海老名北JCT

開通済

（H19.3.21）

海老名北IC

西久保JCT

海老名南JCT

海老名北IC

相模原IC

木更津東IC

東京都

埼玉県
茨城県

千葉県

神奈川県

Ｎ

状

大栄
JCT

JCT
つくばつくば

IC

川島
ＩＣ

桶川
JCT

菖蒲
白岡
ＩＣ

木

更

津

東

I

C

木

更

津

J

C

T

茂原長南ＩＣ

大栄JCT

つ

く

ば

J

C

T

五

霞

Ｉ

Ｃ

 注）・東北道～木更津東ＩＣ間は、

         暫定２車線

事　　　業　　　中

凡　　　例

（再評価対象区間）

開　　　通　　　済

東

速

※　稲敷IC以外の未供用区間のIC・

　　JCT名は仮称。

水海道ＩＣ
JCT

JCT

再評価対象区間

（茂原～木更津）

阿

見

東

Ｉ

Ｃ

つ

く

ば

牛

久

Ｉ

Ｃ

開通済

（H19.3.10）

開通済

（H15.3.29）

再評価対象区間

（つくば～大栄）

再評価対象区間

（五霞～つくば）

再評価対象区間

（海老名～厚木）

再評価対象区間

（茅ヶ崎～海老名）

再評価対象区間

（海老名～海老名）

圏央道の全体計画概要

区 間 自）神奈川県横浜市
至）千葉県木更津市

計画延長 ： Ｌ＝約３００ｋｍ

車線数 ：４～６車線
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鶴ヶ島JCT

五霞ＩＣ

東金ＩＣ・JCT

木更津JCT

茂原長南ＩＣ

青梅ＩＣ

八王子南ＩＣ

相模原ＩＣ

戸塚ＩＣ

釜利谷ＪＣＴ栄ＩＣ・

相模湾

東京湾

太平洋

松尾横芝ＩＣ

館

山

道

東
関

道

北

東

道

関
越

道

道央
中

東
名

高

東京
湾
岸

道

路第
三

京

浜

横
横

小

原
木

路
道

東

京

外
か く 環 状道 路

京
東

湾
ｱｸ
ｱ
ﾗｲ
ﾝ

成田空港

厚

久喜白岡

神崎ＩＣ

平成２２年度

八王子JCT

あきる野ＩＣ

つくば牛久ＩＣ

稲敷ＩＣ

開通済

高速横浜環状南線横浜湘南道路

東ＩＣ

中
央 環

海老名南JCT

阿見東IC

田

平成２４年度

平成2４年度

西久保JCT

高谷JCT

三郷南ＩＣ

常

磐
道

海老名北JCT

平成２１年度 平成２２年度

平成２1年3月２１日
開通予定

開通済

平成2２年度

平成2１年度

海老名北IC

西久保JCT

海老名北JCT

海老名北IC

相模原IC

八王子南IC

八王子JCT

平成２３年度

平成2２年度

開通済

木更津東IC

平成2４年度

東京都

埼玉県
茨城県

千葉県

神奈川県
平成2２年度

Ｎ

状

大栄
JCT

JCT
つくばつくば

IC

川島
ＩＣ

桶川
JCT

菖蒲
白岡
ＩＣ

木

更

津

東

I

C

木

更

津

J

C

T

釜

利

谷

Ｊ

Ｃ

Ｔ

藤

沢

Ｉ

Ｃ

茂原長南ＩＣ

東金ＩＣ・JCT

松尾横芝ＩＣ

大栄JCT

稲敷ＩＣ

Ｉ
東
見

Ｃ

阿

つ

く

ば

J

C

T

つ

く

ば

Ｉ

C

桶

川

J

C

T

川

島

Ｉ

C

久

喜

白

岡

J

C

T

菖

蒲

白

岡

Ｉ

C

平成２１年度平成２４年度

平成２７年度

戸

塚

Ｉ

Ｃ

栄

I

C

・

Ｊ

Ｃ

Ｔ  注）・東北道～木更津東ＩＣ間は、

         暫定２車線

平成20年度開通予定

凡　　　例

開  通  済  区  間

事　　　業　　　中

東

速

※　稲敷IC以外の未供用区間のIC・

　　JCT名は仮称。

水海道ＩＣ

事業中

JCT

JCT

平成２７年度

２．国道４６８号 首都圏中央連絡自動車の開通目標年次
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３．圏央道事業の必要性（首都圏における道路交通の現状）

■関東地方整備局管内の渋滞対策の要対策箇所 の約７割が圏央道の内側に集中し、首都
圏では慢性的な渋滞が発生

凡例

高速道路

一般国道

主要地方道

要対策箇所

一般都県道

＊）幅員が5.5m以上の道路を対象としている。

市町村道＊）

管内における渋滞対策の要対策箇所（平成18年）

※

関東地整管内 約３，０００箇所

圏央道内側 約２，０００箇所

※日常的に混雑が発生している箇所

約７割

渋滞対策の要対策箇所

※ 出典：国土交通省資料

関東地方整備局管内の交通渋滞損失3Dマップ（平成18年度）
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３．圏央道事業の必要性（圏央道（中央道～関越道間）の接続効果）

■圏央道（青梅IC～入間IC間）の利用交通
量が約５割増加

2,400
3,300

2,600

7,200

3,600

9,700

11,300

14,400
15,500

16,200

18,800
19,700

29,900

10,600
11,500

11,00010,900

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 開通後

小型車

大型車うち、大型車

※平成19年6月23日圏央道(八王子ＪＣＴ

～あきる野IC)開通

※平成19年8月1日料金割引社会実験開始

※平成20年3月29日圏央道（鶴ヶ島JCT-川島IC間）開通

■■圏央道（圏央道（青梅青梅ICIC～入間～入間ICIC））のの利用利用交通量交通量の変化の変化

出典：ＮＥＸＣＯデータ
H8～H18：年度平均日交通量
開通後 ：平成19年7月～平成20年6月

の平均日交通量

（台/日） 約52％増加

7,200

29,900

倍増

平成19年6月23日
八王子JCT～あきる野IC間開通

平成19年6月23日
八王子JCT～あきる野IC間開通

鶴ヶ島JCT

八王子JCT

圏
央
道

出典：ＮＥＸＣＯデータ
※平成２０年６月の平均日交通量

・参考データ
坂戸IC、川島ICから中央道間の連
続利用台数は、約900台／日

2,200台／日

2,200台／日

2,400台／日

400台／日

H
19

.6
.2

3開
通

あきる野ＩＣ

八王子JCT

■圏央道（八王子JCT～八王子西IC間）を利用す
る交通の約４割が中央道～関越道を連続利用

八王子ＪＣＴ～八王子西ＩＣ間の断
面平均交通量 約19,500台／日
（うち中央道～関越道間の連続利用
台数は、約7,200台／日（約４割））

■中央道～関越道間の交通流動■中央道～関越道間の交通流動

19,700(台/日)

29,900(台/日)

開通前

開通後

５割増
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３．圏央道事業の必要性（圏央道沿線地域の地域振興・企業立地）

■圏央道の周辺では、その利便性を活かして、物流拠点や工業団地の整備が活発化
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■計画の概要

区 間 自）茨城県猿島郡五霞町大字幸主

至）茨城県つくば市大字梶内

計画延長 :Ｌ＝３９．６ｋｍ
構造規格 :第１種２級
設計速度 :１００ｋｍ/ｈ
車 線 数 :４車線
全体事業費:約２，６３４億円
計画交通量:２６，０００～３４，９００台／日

いば ら き け ん さ し ま ぐ ん ご か ま ち こ う し ゅ

い ば ら き け ん か じ う ち

■経緯

平成 ６年度 事業化

平成７年３月 都市計画決定

平成１２年度 用地着手

平成１３年度 工事着手

館野高架橋(つくばJCT方向を望む)

４－１．茨城県区間の概要 五霞～つくば

(仮)幸手IC(仮)幸手IC

大栄JCT大栄JCT

下総IC下総IC

阿見
東IC
阿見
東IC

つくば
JCT
つくば
JCT

つくば
牛久IC
つくば
牛久IC

牛久
阿見IC
牛久
阿見IC

（仮)五霞IC（仮)五霞IC

（仮)境IC（仮)境IC
（仮)猿島
岩井IC
（仮)猿島
岩井IC

（仮)水海道IC（仮)水海道IC

（仮)つくばIC（仮)つくばIC
稲敷IC稲敷IC

東IC東IC

神崎IC神崎IC

4

4

4

125

51

408

356

354

294

408

6

125 125

125

354

408

356

鷲宮町鷲宮町

栗橋町栗橋町

幸手市幸手市

町町

根町根町

多古町多古町

香取市香取市神崎町神崎町

坂東市坂東市
龍ヶ崎市龍ヶ崎市

阿見町阿見町
稲敷市稲敷市

河内町河内町

つくば市つくば市

牛久市牛久市

取手市取手市

守守

五霞町五霞町

八千代町八千代町

境町境町
常総市常総市

下妻市下妻市

古河市古河市

つくばみらい市つくばみらい市

美浦村美浦村

成田市成田市

霞ヶ浦霞ヶ浦
凡例

高速道路

国道

供用

事業中

供用

事業中

｝対象区間
対象区間外｝

再評価対象区間
L=39.6km

22,294台/日

12,453台/日

20,224台/日

7
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■計画の概要

区 間 自）茨城県つくば市大字梶内

至）千葉県成田市吉岡
計画延長 :Ｌ＝４０．０ｋｍ
構造規格 :第１種２級
設計速度 :１００ｋｍ/ｈ
車 線 数 :４車線
全体事業費:約２，８４１億円
計画交通量:２０，２００～３６，９００台／日

ち ば け ん な り た し き ち お か

いばらきけん かじうち

■経緯
平成３年度 事業化(つくばＪＣＴ～東IC間）
平成４年度 事業化(東ＩＣ～大栄ＪＣＴ間）
平成６年４月 都市計画決定(つくばJCT～東IC間)
平成９年度 用地着手

平成11年度 工事着手

平成15年３月供用(つくばJCT～つくば牛久IC間)
平成19年３月供用(つくば牛久IC～阿見東IC間)
平成20年度 供用(阿見東IC～稲敷IC間)

神崎高架橋(大栄JCT方向を望む)

４－１．茨城県区間の概要 つくば～大栄

(仮)幸手IC(仮)幸手IC

大栄JCT大栄JCT

(仮)下総IC(仮)下総IC

阿見
東IC
阿見
東IC

つくば
JCT
つくば
JCT

つくば
牛久IC
つくば
牛久IC

牛久
阿見IC
牛久
阿見IC

（仮)五霞IC（仮)五霞IC

（仮)境IC（仮)境IC
（仮)猿島
岩井IC
（仮)猿島
岩井IC

（仮)水海道IC（仮)水海道IC

（仮)つくばIC（仮)つくばIC

稲敷IC稲敷IC
(仮)東IC(仮)東IC

(仮)神崎IC(仮)神崎IC

4

4

4

125

51

408

356

354

294

408

6

125 125

125

354

408

356

鷲宮町鷲宮町

栗橋町栗橋町

幸手市幸手市

町町

根町根町

多古町多古町

香取市香取市
神崎町神崎町

坂東市坂東市
龍ヶ崎市龍ヶ崎市

阿見町阿見町
稲敷市稲敷市

河内町河内町

つくば市つくば市

牛久市牛久市

取手市取手市

守谷守谷

五霞町五霞町

八千代町八千代町

境町境町
常総市常総市

下妻市下妻市

古河市古河市

つくばみらい市つくばみらい市

美浦村美浦村

成田市成田市

匝瑳匝瑳

再評価対象区間
L=40.0km

凡例

高速道路

国道

供用

事業中

事業中

｝対象区間
対象区間外

供用
L=19.5km

事業中
L=20.5km

17,566台/日

16,808台/日

8数値：H17センサス24時間交通量（台/日）



４－２．茨城県区間の効果

・圏央道により、成田空港へのアクセスが向上し、観光の発展や企業物流の効率化が期
待される。

・圏央道は、沿線地域の農産物の流通を拡大し、地域経済の活性化に貢献する。

成田空港までのアクセス

成田空港

至
　群
馬

現況ルート：１８３分

群馬方面（上信越道藤岡ＩＣ）から成田空港までの所要時間

圏央道利用ルート：1２６分

５７分短縮

※関越交通の時刻表より算出

坂東市（岩井農協）の農産物流

ＪＡ岩井

※東北道

※関越道

※中央道

レタスの主な出荷先と出荷割合

坂東市のレタス収穫量
県内第一位（43％）

■茨城県は全国のレタスの産出額
ベスト2位！
全国シェアの17％を占める！
　（平成17年実績：JA全農いばらきHP）
■坂東市で生産したレタスは、
約６割が首都圏に出荷されている。

（岩井農協ヒアリング結果より）

長野・新潟市場

東北市場

名古屋・京都
大阪市場

京浜市場

59.2％

12.8％

13.9％

坂東市

14
.1
％
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４－２．茨城県区間の効果

・圏央道が延伸することにより、成田空港へのアクセスがさらに向上。

・阿見町では、圏央道の利便性を活かし、IC近くの工業団地へ企業の進出が増加。

救命救急医療の視点

つくば市から成田空港までの所要時間

平成24年度（全線開通時）には、つくば市役所から成
田空港まで50分短縮し、海外旅行の利便性も向上。

（圏央道整備前100分→圏央道全線開通後50分）

阿見東部工業団地の企業立地状況

前

つくば IC( 仮称 )

つくば JCT

桜土浦 IC

つくば牛久 IC

阿見東 IC

牛久阿見 IC

稲敷 IC

江戸崎 PA( 仮称 )

東 IC( 仮称 )

神崎 IC( 仮称 )

下総 IC( 仮称 )

大栄 JCT( 仮称 )

0 120

（つくば市役所～成田空港）

圏央道整備

つくば牛久ＩＣ～阿見東ＩＣ
平成19年3月開通

所要時間の変化

20 40 60 80 100

100

90

80

50

一般道利用

阿見東IC利用

全線利用

稲敷IC利用
阿見東ＩＣ ～Ｉ Ｃ稲敷ＩＣ
平成20年度開通

全線開通
平成24年度

平成19年3月に開通した阿見東ＩＣ周辺では順調に企
業が進出し、阿見東ICに近い「阿見東部工業団地」に
６社の立地が決定しました。

3

5

12

15

111

53%10% 10% 10% 14%

16%

46%

0

5

10

15

20

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 年度
累
積
立
地
件
数
（
件
）

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

立
地
割
合
（
％
）

件数

立地割合

阿見東ＩＣ開通後
６社が立地
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４－３．茨城県区間の費用対効果

■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

基準年：平成20年度

468億円

維持管理費

2,726億円2,258億円
１．３総費用事業費

費用費用((ＣＣ))

3,453億円7億円72億円3,375億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短縮
便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

468億円

維持管理費

1,977億円1,509億円
１．７総費用事業費

費用費用((ＣＣ))

3,453億円7億円72億円3,375億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短縮
便益便益便益((ＢＢ))

五霞～つくば

11



４－３．茨城県区間の費用対効果

■■事業全体事業全体

注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

基準年：平成20年度

473億円

維持管理費

3,186億円2,713億円
１．３

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

4,010億円19億円591億円3,400億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短縮
便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

331億円

維持管理費

1,290億円959億円
１．８総費用事業費

費用費用((ＣＣ))

2,266億円34億円301億円1,932億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短縮
便益便益便益((ＢＢ))

■■既供用区間を除く区間既供用区間を除く区間

331億円
維持管理費

1,655億円1,324億円
１．４総費用事業費

費用費用((ＣＣ))

2,266億円34億円301億円1,932億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短縮
便益便益便益((ＢＢ))

つくば～大栄

12



４－４．茨城県区間の事業進捗見込み

未供用区間にかかる工程表

13

事
業
化
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く
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T
〜
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)

事
業
化

(
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)
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市
計
画
決
定

事
業
化

（
五
霞
I
C
〜
つ
く
ば

J
C
T

）

整
備
計
画
決
定

用
地
買
収
着
手

（
つ
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ば

J
C
T
〜

大
栄
J
C
T

）

工
事
着
手

（
つ
く
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）
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地
買
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手
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つ
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）

工
事
着
手

（
五
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I
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〜

つ
く
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J
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）

暫
定
供
用

(

つ
く
ば
J
C
T
〜

つ
く
ば
牛
久
I
C

)

暫
定
供
用

(
つ
く
ば
牛
久
I
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〜
阿
見
東
I
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)

暫
定
供
用

(

阿
見
東
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C
〜

稲
敷
I
C

)
暫
定
供
用

（
つ
く
ば
Ｉ
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〜

つ
く
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Ｊ
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Ｔ
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暫
定
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用

（
五
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Ｉ
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I
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、
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敷
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〜
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C
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）

H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24

2% 5% 6% 24% 34% 39% 49% 59% 69% 80% 90% 100%

2% 2% 16% 24% 32% 36% 41% 51% 73% 85% 88% 93% 96% 99% 100%

注） 用地買収進捗率（面積）は4車線分の用地に対する進捗率

工
事

五霞IC～つくばJCT
２車線（暫定）

つくばJCT～大栄JCT
２車線（暫定）

年度

用
地

五霞IC～つくばJCT

進捗率(面積）

つくばJCT～大栄JCT

進捗率(面積）

13% 23% 30% 40% 57% 76%

57% 64% 83% 90% 94% 95%



４－５ 茨城県区間の今後の方針

（１） 事業の必要性等に関する視点

・関東地方整備局管内の渋滞対策の要対策箇所の約７割が圏央道の内側に集中し、首都圏で
は慢性的な渋滞が発生。
・圏央道周辺では、その利便性を活かして、物流拠点や工業団地の整備が活発化。
・費用対効果（Ｂ/Ｃ）は、五霞～つくば１.３、つくば～大栄１．３である。

（２） 事業進捗の見込みの視点

（３） 対応方針（原案）

（五霞～つくば）
・用地取得率は約８割である。
・工事については、暫定２車線での整備を行い、道路の整備効果の早期発現を図る。
（つくばIC(仮称)～つくばJCT：平成２１年度供用予定）

（つくば～大栄）

・用地取得率は約９割である。
・工事については、暫定２車線での整備を行い、道路の整備効果の早期発現を図る。
（平成２４年度供用予定）

事業継続
・首都圏の環状道路の一部を構成しており、全体としての事業の必要性・重要性は変わらない。

14



■計画の概要

区 間 自）千葉県茂原市石神

至）千葉県木更津市犬成

計画延長 L=２８．５ｋｍ

構造規格 第１種第２級

車 線 数 4車線

全体事業費 約２，１１５億円

計画交通量 １６，7００～２４，９００台／日

ちばけん いしがみ

ちばけん きさらづし いんなみ

も ば ら し

■経緯

平成 ４年度 事業化

平成 ７年 ３月 都市計画決定

平成１０年度 用地着手

平成１２年度 工事着手

平成１９年 ３月 木更津東ＩＣ～木更津ＪＣＴ供用

平成２０年１１月 事業認定申請

５－１．千葉県区間（茂原～木更津）の概要

15

千
葉
県
木
更
津
市
犬
成

ち
ば

け
ん
き
さ

ら

づ
し
い
ん
な

り

ち
ば
け
ん
も

ば
ら
し
い
し
が
み

千
葉
県
茂
原
市
石
神

Ｌ＝７．１㎞
（供用済み）

Ｌ＝２１．４㎞
（事業中）

再評価対象区間再評価対象区間

首都圏中央連絡自動車道
Ｌ＝２８．５㎞

凡 例

高速道路

直轄国道（４車線以上）

（２車線以上）
県管理国道（４車線以上）

（２車線）

主要地方道（４車線以上）

（２車線）

409

409

297

297

16

16

127

館
山
自
動
車
道

東
京
湾
ｱｸｱﾗｲﾝ連

絡
道

首都圏中央連絡自動車道

木更津JCT
木更津北IC

木更津東IC
市原南IC（仮称）

茂原長南IC（仮称）

姉崎袖ヶ浦IC

木更津南JCT

君津IC

木更津南IC

千
葉
県
木
更
津
市
犬
成

ち
ば

け
ん
き
さ

ら

づ
し
い
ん
な

り

ち
ば
け
ん
も

ば
ら
し
い
し
が
み

千
葉
県
茂
原
市
石
神

Ｌ＝７．１㎞
（供用済み）
Ｌ＝７．１㎞
（供用済み）

Ｌ＝２１．４㎞
（事業中）
Ｌ＝２１．４㎞
（事業中）

再評価対象区間再評価対象区間

首都圏中央連絡自動車道
Ｌ＝２８．５㎞

首都圏中央連絡自動車道
Ｌ＝２８．５㎞

凡 例

高速道路

直轄国道（４車線以上）

（２車線以上）
県管理国道（４車線以上）

（２車線）

主要地方道（４車線以上）

（２車線）

凡 例

高速道路

直轄国道（４車線以上）

（２車線以上）
県管理国道（４車線以上）

（２車線）

主要地方道（４車線以上）

（２車線）

409

409

297

297

16

16

127

館
山
自
動
車
道

東
京
湾
ｱｸｱﾗｲﾝ連

絡
道

首都圏中央連絡自動車道

木更津JCT
木更津北IC

木更津東IC
市原南IC（仮称）

茂原長南IC（仮称）

姉崎袖ヶ浦IC

木更津南JCT

君津IC

木更津南IC

写真：木更津市真里谷 地先

13,816台/日

8,145台/日

9,931台/日

11,359台/日

6,321台/日

6,534台/日

10,564台/日

7,992台/日

※図中の交通量：H17センサス



16

安全安心な暮らしの実現

16

首都圏の生活物流の支援

５－２．千葉県区間（茂原～木更津）の効果
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千葉県の高度医療施設千葉県の高度医療施設

木更津東木更津東ICIC

市原南市原南IC(IC(仮称仮称))

茂原長南茂原長南IC(IC(仮称仮称))木更津木更津JCTJCT

128

297

465

409

410

館
山
自
動
車
道

東
京
湾
ｱｸｱﾗｲﾝ

圏央道沿線は高度医療の圏央道沿線は高度医療の

享受が困難な地域享受が困難な地域

第三次医療施設第三次医療施設
かつ周産期母子医療センターかつ周産期母子医療センター

第三次医療施設第三次医療施設

周産期母子医療センター周産期母子医療センター

君津中央病院君津中央病院
・第三次医療施設
・周産期母子医療センター
・地域小児科センター

再評価対象区間再評価対象区間 （（L=28.5kmL=28.5km））

君津中央病院からの
30分圏域

整備前

整備後

君津中央病院からの
30分圏域

整備前

整備後

128

・ 事業区間の周辺は、第三次医療施設や周産期母
子医療センターが遠く、高度医療の享受が困難に
なっている地域である。

・ 事業区間が整備されることで、高度医療が受けら
れる「君津中央病院」の30分到達圏域が拡大し、
安心安全な暮らしの実現に貢献する。

・ 圏央道が整備されることにより、勝浦地域から築
地市場までの輸送時間が約２９分短縮され、約１
１３分で到達可能となります。これらの水産物等の
輸送時間の短縮により物流輸送の効率化が図ら
れ、地域産業の発展に大きく寄与するものとなりま
す。

【勝浦漁港から築地市場までの所要時間】

整備前 ２９分 整備後

約１４２分 短縮 約１１３分
(経　路) (経　路)

R297→R409→ｱｸｱﾗｲﾝ R297→圏央道→ｱｸｱﾗｲﾝ

＜カーラーの救命曲線＞＜カーラーの救命曲線＞



５－３．千葉県区間（茂原～木更津）の費用対効果
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注1）費用及び便益額は整数止めとする。
注2）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。
注3）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

基準年：平成20年度

241億円

維持管理費

2,230億円1,989億円
１．３

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

2,811億円0.23億円418億円2,393億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■残事業残事業

179億円

維持管理費

844億円665億円
２．７

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

2,260億円0.17億円307億円1,953億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■既供用区間を除く区間既供用区間を除く区間

179億円
維持管理費

1,621億円1,441億円
１．４

総費用事業費
費用費用((ＣＣ))

2,260億円0.17億円307億円1,953億円

費用便益比

（Ｂ／Ｃ）

総便益
交通事故減
少便益

走行経費減
少便益

走行時間短
縮便益便益便益((ＢＢ))

■■事業全体事業全体



未供用区間・暫定供用区間にかかる工程表

５－４．千葉県区間（茂原～木更津）の費用対効果
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区
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事
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手

区
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用

区
間
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線
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用
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定

完
成
４
供
用
車
線
予
定

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 … … …

3% 9% 21% 37% 54% 72% 78% 85% 91% 93% 95%

暫定２車線

完成４車線

区間② 完成４車線

工
事

年度

区間①

区間②
（木更津東ＩＣ～
木更津ＪＣＴ）

区間①
（茂原長南ＩＣ（仮称）～

木更津東ＩＣ）

進捗率
（面積）

用
地

66% 69% 81% 95% 97%90%



５－５．千葉県区間（茂原～木更津）の今後の方針

（１） 事業の必要性等に関する視点

・関東地方整備局管内の渋滞対策の要対策箇所の約７割が圏央道の内側に集中し、
首都圏では慢性的な渋滞が発生。
・圏央道周辺では、その利便性を活かして、物流拠点や工業団地の整備が活発化。
・費用対効果（Ｂ/Ｃ）は、１.３である。

（２） 事業進捗の見込みの視点

（３） 対応方針（原案）

・用地取得率は約９割であり、土地収用法も活用しながら用地取得を図る。
・工事については、暫定２車線での整備を行い、道路の整備効果の早期発現を図
る。（平成２２年度供用予定）

事業継続
・首都圏の環状道路の一部を構成しており、全体としての事業の必要性・重要性
は変わらない。
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